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鷹鋼望建網に当る太陽黒黒艶紅糞衛
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　　　　　　　　i・太陽黒黙鷹峯に謝する摂射蟄蓬鏡の可否
　暗黙爲眞術と云ふ事は後廻しとして，太陽面の眼路槻測に反射望遠鏡（以下
輩に反射鏡と記す）が適さなV・事は，天：文書に常に記される所で，事實，反射
鏡で太陽槻測を行っておられる方は，観渕開始後3分と経ぬ聞に，像は次第に
モ1ロ1となり，5分もすれば襯測闘始時に比して著しく豫が悪化してしまふ
事を維験されてみる事と思ふ．これは申す迄もなく，射入する太陽熱と反射鏡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しの特質たる堅陣から反射されて來る張V・反射熱とが鏡筒中の野饗を著しく熱し
て鏡筒内に熱墨流を惹起さぜる結果に外ならない．
　今，主鏡の鍍銀を取去って（斜鏡はそのまN）所謂無鍍銀鏡として使用すると
どう云ふ結果を示すか……，と云ふに，分離能力はそのまsで熱及光量のみ1／20
に減じてしまふ。帥ち10糎鏡を例にとると，10Cm×So＝0．5cmつまり口径5粍
の望遠鏡の熱と光量と同じ事となる結果，熱と光による危瞼を考慮する必要な
く，且前述した筒内の熱封流も殆んど起らす，反射猫得の縄翠色秘しと，ケル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きデイテ　ルナ1級の高級接眼鏡の使用可能と相まって太陽像の鮮麗さと素晴らしV・詳細と
は見る者をしで胱惚たらしむる事は，これ又無鍍銀反射鏡を使用さる玉襯測者
でなければ味はへない事實で，太陽課員中，木下観測部長の記録の正確無比な
事はこの無事銀鏡に與って力がある次第である．故申村要先生も其著「反射屈
折望遠鏡の作り：方」中の太陽槻測法の項にこの事を述べておられる．
　さて，本道へ戻って，太陽黒革再生に反射望遠鏡を使用された例は，無く共
本邦では筆者未だ見聞しないし，耳門においても其例を見ないが，～至れは導引
の理由によるもので，事實，本邦のアマチュア間にも，反射鏡で太陽面を撮影
された爲眞を見るに，熱と光量を減すべく贈りにも小さい絞を使用せる結果，
斜鏡による廻折現象が災して，著しくその鮮鋭度を害してみる事が多喀屈折
鏡では斜鏡と云ふ邪魔物が無い爲，最小限度迄の小絞の使用が可能であるが，
反射鏡に於ては，この斜鏡のある爲，口径の7割以下の絞を使用する事は像の
鮮鋭度に大きい影響がある事を忘れてはならなV・．
　無鍍銀鏡となると，熱と光量は前記した檬に｝愈0になるから，1・iOOO秒等の高
速度を有する高贋なフ勤カルプレ1ン・シャタiや，サン・ダイヤゴナル等の必
要もなく，月を撮影すると同様の氣輕さで太陽を撮影出來る事はアマチ訊アと
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して大きい刑しみであり喜びである．
　筆者も，反射鏡に依る太陽爲眞を開拓すべく，7．5糎反射経緯毫を無鍍銀と
して相野長期間太陽黒黙の撮影を試み，充分満足すべき結果を得たので，11・5
糎反射赤道儀を同様無鍍銀として，正式に黒勲爲眞の連帯撮影を初めたのであ
るが，先年來，感光材料の入手困難等の爲，現在では，大黒黒占群の出現の場合
のみ撮影してみる現状であるが，以下現在迄に得た反射望遠鏡による黒黙爲眞
に舅する経験を記し，反射鏡所有者への示唆とすると共に，一人でも多き太陽
爲眞研究家の輩出を切望するものである．
　　　　　　　　　　　2．口　獲iと　焦　黙　詑
　筆者の経験では7．5糎でも，観相が良ければ米粒組織も美しく撮れ，・アマチa
アの浦足を充す目的には充分の結果を示してくれ，特に引伸さすにそのまX密
着焼で或は一旗大の印書を観賞する段には7．5糎で充分である．然し，より以
上鮮鏡なディテ17レを見る爲には7．5糎は稽々小に過ぎ，10糎を必要とする．充
分な目的の爲には，15糎は有力であるが，撃発に封ずる影響は大きくなって來
る．像を10糎に撮影する爲には解く共10糎が入用で，理想的には15糎を必要と
する．．筆者の経験では，10糎で7糎の像に撮影し．これを約60糎の豫に引伸し
ても，相當シャ1プな像を得られたが，勿論，これは良好な覗状と正確なるピ
ン1・と，プロセス乾板の微粒に依るものである事は申す迄もない．
　要するに，手札乾板に5～7糎の像を撮影し，且，大野傘の引伸を必要とせぬ
目的には7．5～9糎口径で良く，時に大判奉の引伸をして，黒黒占を大きく伸して
見る必要に尽しては，10糎を必要とし，15糎なれば理想的である．
　焦黙比（f）は，この目的の爲には，長い方が良く，f8が極限だらうと愚老す
る．f10なれば好都合で，　f9でも色浩ア4ピースを使用する時には些も支障は
なV・．筆者は7。5糎f12及11．5糎f9の爾反射鏡に，共に18粍ケルナ1を使用し
たが，像の李坦度には全然差異を認めてみない．
　併し，もしハイゲン型のアイピースを使用せざるを得ない場合はf9以下の
ものは必ず球面思差が認められ像の中央と周邊部とでは焦黙が異る筈である．
この場合はf10以上の長州貼鏡を使用する事に依ってこの訣黙を輕減し得る．
　　　　　　　　　　　3。接眼鏡の種類
　熱に依る破損の心配は維無であるから，勿論ケルナiを最：適とする．球面牧
差と歪曲を件はない亭坦な太陽像を得る爲には，主鏡の焦難敵の長短にか玉ぼ
らす，ケルナiが良い．ミ。テンズエ1では，鯨周長焦目占鏡を用ぴぬ限り，球
面馬差と歪曲から琵れ得ない．f15となれば，屈折鏡同様ミッテンズエ1で良い
像を得られるが，特別に作る：方は別として，今所有せられる反射鏡を使用され．
るのが常道だらうから，：先づケルナ1を使用される方が無難である．
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　㈱距離は，40から60倍程度（太陽二二が樂に覗野中に見られる簸）の男爵を得る位の物を良しとす．飴り小さな二大では詳細を失ひ，叉，回り大きい
像で心内が困鞭なり諏の周邊の一一Utが切れ易い・7・5糎から11糎醸の
β径には，12・5粍から25粍の接眼鏡が適してみる・
　接眼鏡の温品輪に十字線を張るか否かは・其目的に依る・即ち経緯蔓を使用
レて黒鼠の経緯度を出す爲には是非共必要だが・これが赤道儀の場合は必ずし
も必要でなV・．何故なれば・筒を一一■定の位置に固定する事に依って・太陽の東
西線は常に決まって來るからである（後章に詳述）・
　もし，只趣味的に黒黒引高を爲す目的には，十字線は全然必要なく・寧ろ，目
的によつては邪魔になる位である．
　　　　　　　　　　　4．経緯墜と赤i置儀
　撮影目的物が，太陽なので，隠闇露出ですむ仕事だから，星野爲眞の如く，
必ずしも赤道儀を必要としない．然し乍ら・太陽面の東西線を決定する上から
云っても亦，撮影の容易さから云っても赤道儀である事は非常な便宜がある．
　前記した如く，三三可能の鏡筒を一定の位置（筆者は，カメラを赤緯軸に並
行に固定してみる）に固定して撮影する事によって・東西線は常に決定され・
乾板乾燥後，鋭いナイフの匁で東西線を入れ，太陽輕緯線圖を使用して容易に
黒黙の経緯度が決定出來る．叉，撮影に二っては，維野墓の如く，爾微動装置
を操り乍ら，シャタ1レリ1ズを操作しなければならない爲に，勢ひ、少々覗
相の悪い瞬間にも敢えてシャタiを押さねばならぬと云ふ檬な事をせねばなら
ぬ不便さがあるが，これが手動赤道儀となると，微動は赤門のみとなる故，親
旧の良い瞬間を捉える事は遙かに樂となり，これが時計仕掛叉はモータ1運蒋
による自動赤道儀になれば，望遠鏡の蓮韓と云ふ事には全然關係なく，硯相の
良い瞬間にシャタiする事に専念すれば良く，経緯墓よりも良い爲虞の出來る
機會は著しく多くなる事は事實である．
　経緯毫で，東西線を正確に入れるには，接眼鏡に十字線（東西線にても可）を
張り，撮影の都度，黒貼がこの十回線に沿って動いて行く三三限鏡を廻鱒させ
て然る後，太陽像を出丸得る丈け観野の中央に入る様ガイドしながら撮影しな
ければならぬ画品さがある．
　　　　　　　　　　　5．フ　了　イ　ン　璽　　1
　普通主望猿鏡の駈から1／sの口径のファインダ1が附驕してみるが，太陽鳥眞
　ガイ　ドの案内の爲には稽・ぐ小さく，最小限3糎は必要で，二二も20倍以上使用出來る
ものを，乱吟けると好都合である．何故なれば，太陽爲眞の案内には，只箪に，
太陽を導入し，案内すると云ふ丈けでなく，二相の良い瞬間をキャッチする働
をもするのであるから，適當な口挫と倍峯を撰ばなければならない．これが爲
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には最初から附醸してみたファ・fンダi以外に専用のファインダ1として，3糎
から5楓300　一一500粍焦電の小屈折も良いし，亦5糎から7糎f8位の小口径反
射を取付けるのも面白い．倍率も，覗相を良く見られる20倍から50倍位が好適
である．これにサングラスを嵌めて直回しても良いが，筆者は投影法によるガ
イドを推奨する．この方が接眼部に眼を固定させる搭要もなく，全ての撮作が
樂に出來る特黙がある．只，直硯法に比して，親相の確認が梢々困難になる歓
瓢はあるが……．勿論，投映板は適當な：方法で固定させなくてはならない．
　筆者は，7．5糎，11三共に，口径36粍，1？．L．500粍の色消屈折鏡Va　12．5粍接眼
鏡を使用し，40倍として，最初はダイヤゴナルを使用して直覗法に依ったが，
現在は投映法を採用してみる．直覗，投映三法共，ファインダ1の接眼鏡に十
字線を張る事は申す迄もない．
　　　　　　　　　　　6．主鏡の擾眼部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　ニ　ヤ　主鏡の接眼筒は，出來る丈け頑丈なものが良い．輕金属又は合板で作ったカ
メラでも，相當の重みがか』るのであるかち，重みの爲に擁る檬では駄目で，
接眼筒の鏡筒への固定座のネジは4貼のものが良い．以前の製品では左右2黙
のものが多いが，これでは駄目で，固定座鉱を4黒占ネジのものに取換へなくて
はいけない．
　微動は必ずラック・ピニヨンによる微動装置が必要で，引抜式或は廻韓微動式
のものは太陽爲眞には不向である．ラック・ピニヨンのものも，凹凹れば堅くな
く，柔かすぎす，適度な圓滑さを良とし，飴り柔いものは，筒を固定させる固
定ネジを供へると良い．飴り堅いものは微妙な焦黙調節がやり難い．常にグリ
1スに機械油を混じたものを塗っておくと良い．
　以上が，二二爲眞を開始するに當って望遠鏡そのものに封ずる注意で，必ず
しも上述の通ゆでなくても良いが，接眼鏡と接眼筒の項は出回る丈けヒの通り
御素行御改装願ひ度い．
　次に，太陽二二器の製作につV・て二三；する事とする．（つづ⇔
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